
　令和 4年 6 月

令和 4年度用教科書「新家庭基礎」に関する訂正のお知らせ

　令和 4年度用教科書「新家庭基礎 今を学び 未来を描き 暮らしをつくる（家
基 312）」に誤りがございました。
　先生方、生徒、保護者の方々にはご迷惑をおかけし、深くお詫び申しあげ
ます。誠に恐縮ではございますが、当該箇所につきましてご指導の際ご留意
いただきますようお願い申しあげます。
　令和 5年度に供給される教科書は訂正を必ず反映いたします。

誤 正

修正の内容
　・親の同意なく契約が可能になる年齢を男女ともに 18 歳に変更　。
　・未成年者の結婚について親の同意についての記述を削除。

【誤りの箇所】教科書 p.９ コラムの表

　教育図書株式会社 家庭科編集部
　　　　　　　　　　　　　　　℡:03-3233-9108（編集部直通）

　　　　　　　　fax: 03-3233-9104
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3 青年期の自立と共生

青年期に達成するライフステージの課題のひとつが，
自立である。自立とは，社会の一員として必要とされる，
さまざまな能力を備えた状態をいい，青年期の自立には
５つの側面がある。３ 自立はある日突然できるようにな
るものではない。学習や経験を重ね，さまざまな人や価
値観と触れるなど，意識して準備を進める必要がある。
また，自立のためには，自分で決めたことの結果を受け
入れるという責任をもつことも必要である。そうすれば，
もし失敗や間違いがあっても，自己責任において何度で
もやり直すことができる。
青年期には，自分の自立を他者に認めてもらい，他者

の自立を尊重することも必要である。社会は，人々がお
互いに支え合うことで維持されている。これを共生❸とい
い，自立と共生の両方を達成することによって初めて，
おとなへの準備が整う。
一人ひとりの人生や生活に，絶対に正しいという答え

があるわけではない。生活についての知識や技術を身に
つけ，自分らしい人生や生活をつくっていこう。

Column

おとなに近づくにしたがって，さま
ざまな権利を行使することができるよ
うになるが，一方で責任も増えていく。
おもな権利が認められる年齢について
みてみよう。

おもな権利と年齢

おもな権利取得の年齢と責任
14歳 刑法上の責任能力が認められる
15歳 遺

ゆい
言
ごん
作成が可能になる

16歳
普通自動二輪免許・原動機付自
転車免許が取得できる
労働が可能になる

18歳

普通自動車運転免許が取得でき
る
深夜労働が可能になる
結婚が可能になる
選挙権が認められる

20歳
親の同意なく契約が可能（➡
p.158）になる
飲酒・喫

きつ
煙
えん
が可能になる

❸➡ p.182

３ 青年期の自立　５つの側面

【精神的自立】

【生活的自立】 【経済的自立】 【性的自立】

【社会的自立】
親や保護者の保護から離れて
主体的に行動し，その責任を
取ることができるようになる
こと。また，他者と心の交流
をもち，自分の感情をコント
ロールできるようになること。

衣食住や身の回りのことについ
ての知識や技術を身につけて，
自分でできるようになること。

仕事をして収入を得，そのお金を計画
的に管理し，税金を払って生活をして
いくことができるようになること。

自分の性について理解し，他者の性
も尊重し，性に関して責任ある行動
が取れるようになること。

近所の人々や親
しん
戚
せき
，友人との

関係を確立し，人間関係を調
整できるようになること。社
会の一員として意思決定に参
加し，社会に対して自分から
行動できるようになること。

＊未成年の場合は親の同意が必要。
※被選挙権（衆議院25歳，参議院30歳）な
ど，20歳を過ぎて認められる権利もある。
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